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１．報 告 事 項 9 

１．業務報告について 10 

    事務局より、10 月期の事業説明、ホームページアクセス数、新規登録団体、市民活動相談対応11 

状況について説明があった。 12 

事務局：ホームページの助成金情報については、西東京市及び多摩地区の特化した情報の強化に取り組13 

むことを検討中である。 14 

委 員：泉小学校で実施した避難所運営ゲーム（以下 HUG）は、悪天候の中、体育館が会場だったため、15 

避難所としての現実味を参加者に感じてもらえたようだ。 16 

委員長：HUGは、地縁組織とゆめこらぼが知り合うための良いツールになっていると思われる。今後に関17 

して連携先は、どのように考えているのか。 18 

事務局：現在は公民館や、ふれあいのまちづくり住民懇談会との連携が多くなっている。今後について19 

は、各学校の避難所運営協議会などが考えられる。HUG自体が目的とならないように気を付けた20 

い。 21 

 22 

２．11月以降の実施事業について 23 

    事務局より、11月以降の実施事業について説明があった。 24 

委員長：11月から 12月にかけて大きなイベントが組まれている。11月 21日のまちづくり円卓会議の傍25 

聴者数や 12月 7日の NPO市民フェスティバルと同時に実施する「お父さんお帰りなさいパーテ26 

ィー(以下おとぱ)」との連携などについて伺いたい。 27 

事務局：まちづくり円卓会議は、2部構成として、第 1部で過去の経緯等を説明した後に第 2部で円卓会28 

議を行う。傍聴者は現時点で約 20名である。午後 3時頃からは傍聴者の意見を聞く時間に充て29 

る予定である。 30 

委 員：障がいを持つ当事者の参加については、平日の午後の開催だと仕事や施設利用の時間のため難31 

しいのではないか。また、保護者についても午後 4 時過ぎに終了する予定となっており、障が32 

い当事者が帰宅する時間帯となり、途中退席しないといけないように思われる。今後の開催時33 

間帯を決定するときに配慮が必要と考える。 34 

委 員：おとぱと、NPO市民フェスティバルを開催するゆめこらぼとの連携は円滑である。おとぱへの事35 

前申し込みは、現在 18名である。 36 

委 員：今回の NPO 市民フェスティバルのブース展示が分野別となっており、訪問者にとってわかりや37 

すくなっている。企画として、とても良く感じる。 38 

事務局：昨年の意見により、展示ブースと講演会場をしっかりと分けて企画した。11 月 8日の事前説明39 

会には 33団体が出席した。ブースを設けずチラシだけの団体も含めて参加申し込みがあったの40 

■ 開催日時：平成 25年 11月 19日(火)  午後 7時～8時 20分 

■ 開催場所：イングビル 3階 第 1,2会議室 

■ 出席委員：有馬委員、岸委員、久保委員、熊田委員、小嶋委員、坂口委員、田中(友)委員、田辺委員、 

徳永委員、富沢委員、豊永委員、中村委員、藤江委員 ＜以上 13名、五十音順＞ 

■ 事務局：内田センター長、神谷、丸木地域福祉課長、塚澤主事 



は 75団体である。 1 

委 員：会場となる「きらっと」はブース数 50程度が限界と聞いている。参加団体数が多くなってきた2 

ので、次回は別の会場を探すことになるかも知れない。 3 

事務局：11月 23日（土）は、イングビルの電気設備工事による停電予定のため、終日休館となる。 4 

 5 

２．審 議 事 項  6 

１．前回の会議録について 7 

委員長：一部加筆（学童を学童クラブに変更）の上、確定稿とする。 8 

 9 

３．協 議 事 項 10 

１．近隣６市中間支援組織情報交換会の開催について 11 

    概ね３か月程度ごとに持ち回りで開催している近隣６市（小平、西東京、八王子、日野、府中、12 

三鷹）の中間支援組織情報交換会を来年１月に西東京市で実施することになった。市・協働コ13 

ミュニティ課に当市のコミュニティ基本方針について述べていただくことにしている。 14 

委 員：協働コミュニティ課が参加する理由について伺いたい。 15 

事務局：前回の八王子市で開催された会合においても、市の総合計画の主管課が報告を行ない、情報交16 

換を行なった。このような行政と中間支援組織との情報交換・意見交換は有意義であると思い、17 

この機会を使って、西東京市の考え方について情報交換できればと考えた。 18 

委 員：他５市の中間組織の設置状況はゆめこらぼの様に公設民営の形態となっているのか。 19 

事務局：各市、公設民営、公設公営など種々ある。 20 

委員長：中間支援組織の状況については、日本ＮＰＯセンターのＨＰに一部であるが掲載されている。21 

業務委託であっても市の職員が中間組織に出向している場合や、指定管理など種々ある。設置22 

の仕方によって活動方法などに相違があると考えられる。 23 

委員長：情報交換会は６市持ち回り開催なので２年に一度回ってくる。この貴重な機会に、運営委員が24 

オブザーバー参加することは可能か。 25 

事務局：運営委員で参加希望の申し出があれば、参加の可否について確認する。 26 

 27 

４．そ の 他  28 

１．平成 26年 1月、２月事業について  29 

委員長：来年１月には市職員との懇談会、２月には協働を考えるシンポジウムの開催を予定している。 30 

それらの企画等について意見のある委員はゆめこらぼまで意見を提出していただきたい。 31 

次回の運営委員会で西東京市地域コミュニティ基本方針を参考資料として配布するようにして32 

欲しい。 33 

 34 

２．委員退任について 35 

事務局：徳永委員が一身上の都合により委員を辞することになり、運営委員は 1名減となる。 36 

 37 

３．次回運営委員会 38 

    ■ 日時：12月 17日(火) 午後 7時～9時 39 

    ■ 会場：イングビル 3階 第 1,2会議室 40 


